
とうギ饗レ

今月の主な内容

■
“
ビザなし訪間団来町"

訪問団にインタビュー

■漁業者自ら消費拡大に取り組む

■川北中 ・吹奏学部 全道で金賞

■ 「札幌標津会」設立ほか

口巧
月

０■

■！鮮一６一戯”平

碓諜窯権討潤随鎧き議憩1轟!踊捕市〒惑

楽しみながら防火について学んでもらおうと、標津・防火フ

エステイバルが、9月 3日、標津消防署駐車場などで行われま

した。

会場には親子連れなど約 15①人が集まり、ミニ放水体験

(写真)、放火アニメの上映や子供向けの催しのほか、油火災

の消火や人形を使つた救急体験なども行われ、万一の時に偏

え、防火のコツを身につけました。
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北
方
領
土
か
ら
の
本
年
度
第
五
陣
、

ビ
ザ
な
し
訪
問
団

（代
表
・
グ
ル
シ
ヨ
ー

ワ
南
ク
リ
ル
地
区
行
政
府
部
長
）

一
行

三
十
五
人

（国
後
島
十
九
人
、

択
捉
島

十
六
人
）
が
九
月
十
四
日
、

本
町
を
訪

れ
ま
し
た
。

訪
問
団

一
行
は
日
本
語
講
習
や
ホ
ー

ム
ビ
ジ
ッ
ト
、

対
話
集
会
、

交
流
会
で

友
好
を
深
め
た
ほ
か
、

サ
ー
モ
ン
科
学

館
を
視
察
し
ま
し
た
。

こ
の
度
の
訪
問
団
の
み
な
さ
ん
に
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
し
て
み
ま
し
た
。

‐
日
体
供
熟
一一雛
靴
個
そ

―
＝
‥

組
一儀

亜
叫
い

―
十
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

・
と
て
も
文
化
的
な
人
た
ち
で
、

礼
儀

正
し
い
。

―
十
日
本
で
働
い
て
み
た
い
で
す
か
？

・
私
の
故
郷
で
は
な
い
の
で
…
。

―
十
四
島
で
日
本
人
と

一
緒
に
住
む
こ

と
に
つ
い
て
は
？

・
経
済
的
な
理
由
か
ら
、

た
ぶ
ん
住
む

の
は
無
理
。

）

領駐く離鵬・一！塩蹴̈糾十ば

―
―
標
津
の
印
象
は
？

・
街
な
か
の
建
物
な
ど
、
と
て
も
気
に

入

っ
た
。

―
―
今
回

の
あ
な
た
の
訪
間

の
目
的

は
？

・
日
本
の
人
が
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て

い
る
の
か
、

自
分
の
日
で
確
か
め
た
か

っ
た
。

―
―
島
で
日
本
人
と

一
緒
に
住
み
た
い

と
思
い
ま
す
か
？

・
大
賛
成
。
と
て
も
良
い
こ
と
だ
と
思

ンつ
。

―
―
今
後
の
ビ
ザ
な
し
交
流
は
？

。
こ
れ
か
ら
も
ず

っ
と
続
け
て
ほ
し
い
。

国
境
が
開
か
れ
る
こ
と
を
望
む
。

―
―
こ
の
交
流
で
、

双
方
が
友
好
を
深

め
合
う
こ
と
は
す
ば
ら
し
い
で
す
が
、

こ
ち
ら
と
し
て
は
、

ど
う
し
て
も
領
土

問
題
が
ネ
ッ
ク
に
な
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
？

・
私
個
人
と
し
て
は
、
と
に
か
く
領
土

問
題
は
解
決
し
な
け
れ
ば
と
思

っ
て
い

る
。

た
だ
、

北
方
四
島
で
生
ま
れ
育

っ

卜

一
様
々
な
意
見
や
質
問

一

一
が
出
さ
れ
た
　
　
　
一

・
十
五
年
間
、

国
後
島
に
住
ん
で
い
る

が
日
本
に
友
達
を

つ
く
り
た
か

っ
た
。

ま
た
、

日
本
の
人
の
習
慣
や
日
本
語
も

勉
強
し
た
か

っ
た
。

―
―
島
で
の
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

。
い
ろ
ん
な
人
が
い
ろ
い
ろ
思

っ
て
い

る
が
、

大
方
は
悪
く
は
思

っ
て
い
な
い
。

―
―
島
と
の
違
い
は
？

・
自
然
は
同
じ
。

経
済
面
で
は
島
は
悪

い
。

―
十
日
本
の
女
性
は
？

・
着
物
を
着
た
と
き
、
と
て
も
き
れ
い
。

め
ん
ど
う
見
が
よ
く
て
魅
力
的
。

―
十
日
本
で
働
き
た
い
で
す
か
？

・
基
本
的
に
は
断
ら
な
い
。

領
土
問
題
は
？

・
難
し
い
質
問
…
。

い
っ
し
ょ
に
住
む

方
向
に
。

―
―
今
後
の
ビ
ザ
な
し
交
流
は
？

。
こ
れ
か
ら
も
続
く
よ
う
に
願

っ
て
い

る
。
も

っ
と
往
来
を
し
、

交
流
を
深
め

た
い
。

ツ トニコワさん(40)

仕上げ工員
―択 捉 島一

水利施設建設会社勤務
―択 提 島一

た
人
も
い
る
の
で
…
。

旧
総
一一那
撒

搬
一鑑
則
”は
い

―
】

▼
の語
の晶
け

唯錨
一一一隅一，鰈
蟹
む

黛あでです
ボ リーソワさん( 1 8 )

スベルドロフスク経済大学生
一国 後 島一

フォメンコさん( 4 9 )

lblトゥリーブルカン監督官
一国 後 島一

グーセワさん (18)
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標津町へ !

家
庭
的
な
雰
囲
気
の
中
友

好
を
深
め
△
口
い
、

日
本
の

伝
統
着
物
に
も
初
挑
戦

―
―
あ
な
た
の
訪
間
の
目
的
は
？

・
私
は
民
間
の
旅
行
ス
ポ
ー
ツ
関
係
の

会
社
に
勤
め
て
い
る
の
で
、

ス
ポ
ー
ツ

関
係
に
つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
勉
強
し
た

か

っ
た
。

―
―
島
で
の
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

・
と
て
も
良
い
。

み
ん
な
自
分
の
家
に

呼
ば
う

（ビ
ザ
な
し
の
時
）
と
し
て
い

フつ
。

―
―
島
で
日
本
人
と

一
緒
に
住
み
た
い

で
す
か
？

・
住
み
た
い
。

私
の
主
人
は

一
九
四
六

年
か
ら
島
に
住
ん
で
い
る
が
、

当
時
日

本
人
が
島
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
時
、

み

ん
な
で
泣
い
た
と
聞
か
さ
れ
て
い
る
。

―
十
日
本
で
働
き
た
い
か
？

・
た
め
し
た
い
と
思
う
。

勉
強
す
る
こ

と
も
良
い
こ
と
。

―
―
若
い
人
の
就
職
日
は
？

・
島
で
は
ほ
と
ん
ど
仕
事
が
な
く
、

若

者
は
い
な
く
な

っ
て
い
る
。

―
―
大
学
を
目
指
す
人
の

手
立
て
は
？

・
優
秀
な
人
が
い
れ
ば
、

会

社
で
経
費
を
出
し
、

そ
の
か

わ
り
夫
一学
卒
業
後
、

そ
の
会

社
で
働

い
て
も
ら
う
こ
と

に
な
る
。

―
―
今
後
の
交
流
は
？

・
産
業
別
に
分
け
て
の
交

流
を
望
む
。

私
自
身
、

ス

ポ
ー
ツ
関
係
者
と
交
流
を

し
た
か

っ
た
。

―
―
訪
間
の
目
的
は
？

・
私
の
妻
が
ニ
カ
月
ほ
ど
前
に
ビ
ザ
な

し
で
日
本
に
来
て
感
動
し
た
話
を
聞
か

さ
れ
、

私
も
ぜ
ひ
来
た
い
と
思

っ
た
。

―
―
島
で
の
日
本
人
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

・
以
前

（ビ
ザ
な
し
交
流
前
）
は
良
い

イ
メ
ー
ジ
は
な
か

っ
た
が
、

交
流
が
進

む
に
つ
れ
、
日
本
人
を
理
解
す
る
中
で
、

良
い
イ
メ
ー
ジ
に
な

っ
て
い
る
。

―
―
驚
い
た
こ
と
は
？

・
靴
屋
さ
ん
に
入

っ
た
が
、

商
品
の
豊

富
さ
に
大
変
驚
き
ま
し
た
。

―
―
島
で
日
本
人
と

一
緒
に
住
む
こ
と

は
？

・
日
本
人
が
島
に
住
ん
だ
と
し
て
も
、

島
に
は
い
い
人
も
い
れ
ば
、

働
か
な
い

で
ア
ル
中
の
人
も
い
る
の
で
、

私
に
は

良
い
悪
い
は
言
え
な
い
。

長
い
目
で
の

返
還
運
動
に

ビ
ザ
な
し
交
流
は
友
好
的
な
交
流
で

お
互
い
を
理
解
し
合
う
と
い
う
点
で
意

義
が
あ
る
と
思
う
。

今
後
も
継
続
し
、

長
い
目
で
み
て
、

返
還
運
動
に
つ
な
げ

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

い 交
|も!能益
理掛,弱ヾ
角鞘ケ進
部:捗
″ぷ樹'こ
でま紳
t野れ
る 互

セム スさん ( 4 3 )

ソホーズ 「ダーリニー」技師長
一国 後 島一

森  常 雄さん
(水晶島)(66)

千島連盟標津副支部長

鑑
隠
鑑
鞘
一開
滞

姥名 ヒ サさん

(択捉島)(69)

親
子
で
ビ
ザ
な
し

交
流
参
加
が
大
切

一
昨
年
、

故
郷
の
択
捉
島
に
行

っ
た

が
、

で
き
る
こ
と
な
ら
私
の
息
子
も
連

れ
て
い
っ
て
、

フ
」
こ
が
私
の
家
だ

っ
た

ん
だ
よ
」
と
、

現
地
で
教
え
た
か

っ
た
。

私
達
は
高
齢
な
の
で
、

二
世
、

三
世
と

伝
え
た
い
し
、

返
還
運
動
を
進
め
る
上

で
大
切
な
こ
と
で
は
な
い
か
。



12団体が集まり

サケ・ホタテ消費

流通対策協議会

― 発  足 ―
具体的な活動計画を話 し合った2回 目の同協議会 (9月 16日 、標津漁協)

轟!週1晶:躍遍韮議封

「澤1灘鶉鶴拶白」

格安直売

町
内
の
漁
業
者
自
ら
が
地
場
水
産
物

の
柱
で
あ
る
サ
ケ
と
ホ
タ
テ
の
消
費
拡

大
に
取
り
組
も
う
と
、

漁
業
関
係
な
ど

十
二
団
体
が
集
ま
り
、

標
津
町
サ
ケ
・
ホ

タ
テ
消
費
流
通
対
策
協
議
会

公
蚕
長
・鈴

木
輝
英
漁
協
組
合
長
）
を
七
月
に
発
足

さ
せ
ま
し
た
。

サ
ケ
、

ホ
タ
テ

と
も
に
大
量
輸
入

や
国
内
生
産
の
増

加
な
ど
に
よ
り
過

剰
在
庫
で
、

市
場

価
格
も
急
落
。

産

地
は
厳
し
い
状
況

と
な

っ
て
い
る
中

で
、
日
本

一
の
秋

サ
ケ
並
び
に
根
室
海
峡
の
味
の
良
い
地

ま
き
天
然
ホ
タ
テ
貝
の
産
地
と
し
て
、

今
後
激
化
す
る
産
地
間
で
の
販
売
競
争

に
対
応
し

″標
津
ブ
ラ
ン
ド
″
と
し
て

確
立
さ
せ
、

生
産
者
団
体
自
ら
が
消
費

拡
大
に
取
り
組
む
た
め
に
同
協
議
会
を

発
足
さ
せ
た
も
の
。

組
織
は
標
津
漁
協
、

同
漁
協
サ
ケ
定

置
部
会
、

漁
船
漁
業
部
会

（ホ
タ
テ
の

漁
業
者
）
、

婦
人
部
、

青
年
部
、

定
置
青

年
研
究
ハ
〓
、

職
白貝
協
議
ハ
〓を

理

一
由貝

受
人
組
合
、

町
、

商
工
会
、

飲
食
店
組

合
、

根
室
北
部
水
産
技
術
普
及
指
導
所

の
十
二
団
体
で
構
成
。

活
動
の
基
本
方
針
は
、

ま
ず
漁
業
者

が
先
頭
に
た

っ
て
町
内
の
販
売
強
化
を

行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
の
第

一
弾
と
し
て
、

九
月
十

一

日
に
開
か
れ
た
あ
き
あ
じ
ま

つ
り
で
、

サ
ケ
二
千
匹
、

マ
ス
五
百
匹
を
原
価
販

売
、

ま
た
、

イ
ク
ラ
ど
ん
千
三
百
食
を

無
料
提
供
し

「秋
サ
ケ
漁
日
本

一
の
標

津
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、

同
協

議
会
の
中
の
実
行

末蓄
員
会

全
戸
田
雅

彦
委
員
長
）
の
提

案
で
毎
週
土
曜
日

を

「標
津

・
魚
の

日
」
と
し
、

商
工

会
前
駐
車
場
に
プ

レ

ハ
ブ
の
臨
時
売

店
を
設
け
、

午
後

二
時
か
ら
四
時
ま
で
の
二
時
間
、

市
場

の
せ
り
値
に
近
い
価
格
で
販
売
を
行
い

ま
す
。

十
月
は
サ
ヶ
が
中
心
で
、

十

一

月
に
は
ホ
タ
テ
が
加
わ
り
ま
す
。

ま
た
、

同
協
議
会
で
は
こ
の
ほ
ど
、

サ

ケ
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
。
　
″標

津
ブ
ラ
ン
ド
″
と
し
て
、

サ
ケ
の
売
り

込
み
に
用
い
て
、

ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
と

標
津
の
Ｐ
Ｒ
に
な
れ
ば
と
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。

サケ ・ホタテ

生産、加工、味の三拍子揃つた日本一の 「標津のサケ」をデザインしたシンボルマー

クを募集していまず。運か10,000キロにもおよぶ北大平洋での旅を終え、お、るさと

「根室海峡・標津」に戻うてきた、雄々しくも愛しい「サケ」をデザインしてください。

●デザインの条件

・標津町サケ ・ホタテ消費流通対策協議会

・マークにはサケの姿と標津 (しべつ、シ
ベツ、SHIBETSU)の文字を入れてくださ
い。大きさは、B4版 に収まるサイズに
してください。

・特選 1点を選者して、採用といたします。
・採用した作品の版権は主催者に帰属する
こととし、主催者のシンボルマークとし
て、あらゆる機会に使用させていたださ
ます。

●賞    品  ・特選 1点 賞 金5万 円、標津産新巻サケ

10本 とイクラ5キ ロ
・入選5点  標 津産新巻サケ2本

●募 集  期  限  ・平成6年 l①月30日

●作品の送り先 ・〒086-16】ヒ海道標津郡標津町字標津3-5
て 標津町役場水産課 「サケシンボルマーク」

募集係

●問い合わせ先 ・回01538-2-2131標津町役場経済部水産課
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～第30回 しべつあきあじまつりん

九
月
十

一
日
、

第
三
十
回
し
べ
つ
あ

き
あ
じ
ま

つ
り

（町
観
光
協
会
主
催
）

が
、

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
広
場
で
開
か
れ

ま
し
た
。

今
年
は
サ
ケ
の
消
費
拡
大
を
図
ろ
う

と
漁
業
者
が
中
心
に
な
り
、

サ
ケ
の
原

価
販
売
、

身
お
ろ
し
サ
ー
ビ
ス
、

イ
ク

ラ
ど
ん
千
三
百
食
の
無
料
提
供
な
ど
も

あ

っ
て
、

道
内
外
か
ら
約

一
万
三
千
人

が
訪
れ
ま
し
た
。

今
年
の
目
玉
は
イ
ク
ラ
ど
ん
無
料
提

供
。

午
前
十

一
時
の
開
始
前
か
ら
長
い

列
が
で
き
、

当
初
用
意
し
た
千
食
は
瞬

く
間
に
な
く
な
り
、

急
き
ょ
三
百
食
を

追
加
す
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。

広
場
は
約
五
百
枚
の
大
漁
旗
が
飾
ら

れ
、

サ
ケ
づ
く
し
の
あ
き
あ
じ
な
べ
、

串

焼
き
、

チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
を
は
じ
め
、

水
産
加
工
品
市
、

露
店
な
ど
が
軒
を
連

ね
ま
し
た
。

サ
ケ
の
原
価
市
で
は
雌
が

一
匹
千
五

百
円
、

雄
が
四
、

五
百
円
程
度
で
販
売

さ
れ
、

用
意
し
た
二
千
匹
は
昼
一ご
ろ
に

は
売
り
切
れ
。

こ
の
ほ
か
、

サ
ケ

つ
か

み
捕
り
、

サ
ー
モ
ン
レ
ー
ス
、

ヤ
マ
ベ

つ
か
み
取
り
、
と
ど
わ
ら
太
鼓
公
演
な

ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
賑
わ
い
を
み
せ

ま
し
た
。

、_″すノ

整需
による

地元漁F市によるサケの原価販売

榊=十HI守!■|十■■■!車||
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自分たちのまち知すているようで電騨萩口らない

◆
今
回
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に

答
え
て
く
れ
た
の
は
…

な

か

の

わ

た

リ

『中
野
渡
　
均
』
さ
ん
で
す

―
本

町
―

―
―

″し
べ
つ
″
に
住
む
前
の

″し
べ

つ
″
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

私
は
魚
釣
り
が
好
き
で
、

以
前
か
ら

年
に

一
、

二
度
は
し
べ
つ
に
来
て
い
ま

し
た
。

漁
業
中
心
の
町
で
、

あ
ま
り
活
気
が

な
い
、

過
疎
化
が
進
ん
で
い
る
土
地
だ

と
思

っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
実
際

に
住
ん
で
み
て
ど
う
で
す

か
？来

る
前
の
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
い
ま
し

た
ね
。

漁
業
、

酪
農
に
し
て
も
若
い
人

が
多
く
、

ま
ち
に
活
気
が
あ
り
ま
す
。

私
の
住
ん
で
い
る
営
林
署
周
辺
に
は

体
育
や
文
化
施
設
も
あ
り
、

ス
ポ
ー
ツ

や
サ
ー
ク
ル
活
動
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て

お
り
、

地
元
の
み
な
さ
ん
は
活
発
な
活

動
を
や

っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。

‐‐――ｌｉｉ‐…………………………………‥……‥…‐―！艦
湘
灘
部
緋
酬
郷
調
！滞
￥

………………………………………………………………………………………………………………………‥……‐‐十１‐緞
鍼
鵬ア

ー
ー
魚
釣
り
が
好
き
と
聞
き
ま
し
た
が
、

″し
べ
つ
〃
の
海
で
釣
り
を
し
て
何
か

思
う
こ
と
は
？

海
、　ネ業
者
だ
け
のも
の
にな
って

い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

最
近
で
は

釣
り
人
口
も
増
え
て
、

年
々
盛
ん
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、

私
が
思
う
こ
と
は
海
岸
線

を
整
備
し
て
、

釣
り
人
の
駐
車
場
や
ト

イ
レ
を
何
力
所
か

つ
く

っ
て
も
ら
い
た

い
の
で
す
。

サ
ケ
釣
り
時
期
に
な
る
と
、

漁
業
者

と
釣
り
人
の
ト
ラ
ブ
ル
を
よ
く
見
か
け

ま
す
。

釣
り
人
が
勝
手
に
空
き
地
に
車

を
駐
車
し
、

ゴ
ミ
を
散
ら
か
し
た
り
す

る
。

漁
業
者
は
頭
に
来
て
、

上
の
う
や

ひ
も
で
通
行
止
め
に
、

あ
げ
く
の
果
て

に
は
、
シ
ョ
ベ
ル
で
穴
を
掘

っ
て
、

フ
」

こ
は
お
れ
の
エ
リ
ア
だ
」
と
主
張
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
解
決
す
る
た
め
に

も
、

海
岸
線
の
駐
車
場
な
ど
の
整
備
を

望
み
ま
す
。

せ

っ
か
く
広
い
き
れ
い
な
海
が
あ
る

の
だ
か
ら
、

た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
は

も

っ
た
い
な
い
で
す
０
釣
り
と
民
宿
を

セ
ッ
ト
に
し
た
よ
う
な
こ
と
も
考
え
れ

ば
通
過
型
か
ら
滞
在
型
の
観
光
資
源
に

も
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

一即
誂
ゆ
「

●生まれ/青 森県十和国市

●前住所/帯 広市

●勤務先/標 津営林署 (署長)

0年 齢/43歳

●今年4月 に標津町民となる。

家族は現在、奥さんと娘さん

の3人暮らし。



っに"ほ

―
―

″
し
べ
つ
″
は
、

「
サ
〔
け
ま
ち
」

と
し
て
、

サ
ケ
に
こ
だ
わ
っ
た
ま
ち
づ

く
り
を
展
開
し
て
い
ま
す
が
、

こ
の
こ

と
に
つ
い
て
ど
う
思
い
ま
す
か
？

「サ
ケ
の
ま
ち
」
と
言
い
な
が
ら
、

実

際
に
サ
ケ
を
買
う
所
が
あ
り
ま
せ
ん
ね
。

旧
Ｊ
Ｒ
駅
舎
を
活
用
し
て
、

魚
の
直
売

所
を
開
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

海

岸
線
の
ま
ち
な
の
に
サ
ケ
以
外
の
魚
を

売

っ
て
い
る
魚
屋
さ
ん
さ
え
も
な
い
こ

と
は
不
思
議
で
す
。

”錨
鞘
部
齢
織
一一一轍
闘
鞘
離
Ｎ

仰翻
”鮒
鞘
鞘
螺̈
辮
一一鞘
鞘
鞘
撚
鞘

先
日
も
帯
広
か
ら
お
客
さ
ん
が
来
た

時
も
困
り
ま
し
た
。

サ
ケ
は
道
内
ど
こ

で
も
食
べ
ら
れ
る
の
だ
か
ら
、
も

っ
と

も

っ
と
地
元
の
人
や
観
光
客
に
食
べ
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

ま
た
、

サ
ケ
の
フ
ル
コ
ー
ス
を
食
べ

さ
せ
て
く
れ
る
お
店
も
ほ
し
い
で
す
ね
。

こ
れ
だ
と
、

お
客
さ
ん
は
大
喜
び
で
す

卜ふ
。

ヂ̈
一験
剛！一隣
館
岬

”翻
職
鞘
鞘
一鞘
一艦
一一一概
緒
冊
‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐十‐ｉ‐‐‐ｉ‐十‐十‐十‐

―
―
こ
の
た
び
、

漁
業
者
を
中
心
に
サ

ケ

・
ホ
タ
テ
消
費
流
通
対
策
協
議
会
が

設
立
さ
れ
、

生
産
者
自
ら
が
消
費
拡
大

を
と
、

実
践
行
動
を
起
し
て
い
ま
す
が
、

何
か
ご
意
見
は
？

サ
ケ
で
あ
れ
ば
、

今
ま
で
は
地
元
で

一
次
加
工
が
主
体
。
こ
れ
か
ら
は
二
次
、

三
次
加
工
し
、

付
加
価
値
を

つ
け
て
し

べ
つ
産
の
サ
ケ
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を

図
り
、
し
べ
つ
ブ
ラ
ン
ド
を

つ
く
り
出

し
た
い
で
す
ね
。

今
の
時
代
、

家
族
も
少
な
い
こ
と
か

ら
、

サ
ケ
を

一
本
丸
ご
と
も
ら

っ
て
も

処
理
で
き
な
い
家
庭
が
ほ
と
ん
ど
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

若
い
人
は
肉
に
飛
び

つ
く
、

そ
れ
は

魚
が
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
な
い
と
こ
ろ

に
あ
る
と
思
う
。

消
費
者
の
階
層
に
あ

っ
た
も
の
を
商
品
化
に
。

大
き
い
サ
ケ

一
本
も
必
要
で
す
が
、

封
を
切

っ
て
す

ぐ
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
も
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

標
津
の
サ
ケ
を
売
り
込
む
の
で
あ
れ

ば
、

道
内
で
は
な
く
、

東
京
、

大
阪
方

面
な
ど
サ
ケ
の
な
い
所
に
出
向
い
て
売

り
込
む
の
が
い
い
で
す
ね
。

関
東
で
は

塩
サ
ケ
で
切
り
身
に
し
て
焼
い
て
食
べ

る
だ
け
な
の
で
、

そ
の
場
で

「
サ
ケ
も

い
ろ
い
ろ
な
調
理
方
法
が
あ
り
ま
す
」

と
説
ｒ
ジ
な
が
ら
身
お
ろ
し
を
す
る
と

い
っ
た
こ
と
も
大
切
。

そ
の
こ
と
に
よ

リ
サ
ケ
を
た
く
さ
ん
消
費
し
て
も
ら
う

こ
と
に
も

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

―
―
サ
ケ
の
ア
イ
デ
ア
商
品
は
何
か
あ

り
ま
す
か
？

〃チ
ャ
ン
チ
ャ
ン
焼
き
セ
ッ
ト
″
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

サ
ケ
の
切
り
身
十

野
菜
十
ミ
ソ
だ
れ
を
セ
ッ
ト
に
、

家
庭

で
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る

の
で
す
。

以
前
番
屋
で
チ
ャ
ン
チ
ャ
ン

焼
き
を
食
べ
て
、

す

っ
か
り
気
に
入
り
、

家
庭
で
も
食
べ
ら
れ
れ
ば
と
思

っ
て
い

ま
す
。

中難
欄
靭
難
酷
鱗̈
補
！器
撚
雑

”難
熱
総
難
灘
織
靭
鞘
韻
総

”鞘
”鞘
淵
麟
郷
鞘
灘
鞘
！納
…………‐‐‐‐‐‐‐！……………！…！…！…，…

し
べ

つ
″

の
イ
ベ
ン
ト
は
？

今
年
の
し
べ
つ
港
ま

つ
り
に
午
後
か

ら
行

っ
た
の
で
す
が
、

既
に
イ
ベ
ン
ト

が
ほ
と
ん
ど
終
了
し
て
い
ま
し
た
。

イ

ベ
ン
ト
担
当
者
に
は
申
し
訳
あ
り
ま
せ

ん
が
時
間
が
短
す
ぎ
る
と
思
い
ま
す
。

せ

っ
か
く
イ
ベ
ン
ト
を
や
る
の
で
あ
れ

ば
、

地
元
の
人
が
身
内
だ
け
で
楽
し
む

の
で
な
く
、

他
の
ま
ち
か
ら
も
多
く
の

人
が
来
て
も
ら
え
る
よ
う
な
も
の
に
し

た
い
で
す
ね
。

「あ
そ
こ
の
ま
ち
に
行

っ

た
ら
、

面
白
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
」
な

ど
と
、

何
か
楽
し
み
に
さ
せ
る
よ
う
に
。

―
―
何
か
、

気
が
つ
く
こ
と
は
？

市
街
地
の
案
内
板
が
な
い
で
す
ね
。

こ
れ
は
絶
対
必
要
で
す
。

ま
た
サ
ー
モ

ン
パ
ー
ク
の
案
内
看
板
も
分
か
り
に
く

い
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
人
は
わ
か
り

ま
す
が
、
も

っ
と
大
き
く
わ
か
り
易
い

看
板
が
あ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

母
撻
悩

灘
簿
襴

商
店
の
こ
と
を
言
え
ば
、
日
曜
日
に

ほ
と
ん
ど
の
店
が
お
休
み
。

半
分
位
は

交
替
制
で
開
け
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

離
穂
洲
一一酬柵
鮒
鉢
雛
駅
帥

‐―ｌｉｌ……………………………………………………………………………‐！‐―千１千！…！…………ヌ中鋼セ棚一一躙甜一識，兼一ぺ”

観
光
で
は
、

今
は
ア
ウ
ト
ド
ア
志
向

で
、

家
族
が
車
で
旅
行
す
る
の
が
増
え

て
い
ま
す
。

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
付
近
に

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
が
あ
れ
ば
、

か
な
り
の
人
が
来
る
と
思
い
ま
す
よ
。

―
―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一報
撚
隊̈
”翻
閥
播

一冊
翻
圏
鞘
艦
柵

外から見た`しべつ、は…?

麓ピ器
靭i轟!

1母革選

孝統射

密郷i

【詔
盟
鎌
”鞘
”熙
盤



オTルジャパンサーモンダービー
養L曝iΩ:晶恩幾絶 一大物5.4キロを

ヂプジ茅ドヂ平
:ジ督:芽ツ稽 釣り上げる千

全
国
か
ら
集
ま

っ
た
釣
リ
マ
ニ
ア
が

根
室
海
峡
の
標
津
沖
で
、

釣
り
上
げ
た

サ
ケ
の
重
さ
を
競
い
合
う

「
オ
ー
ル
ジ

ャ
パ
ン
サ
ー
モ
ン
ダ
ー
ビ
ｌ
ｉｎ
標
津
９４
」

が
八
月
三
十
日
、

三
十

一
日
の
二
日
間

の
日
程
で
行
わ
れ
、

延
べ
二
百
六
十
五

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

両
日
と
も
午
前
四
時
半
に
十
八
隻
の

遊
漁
船
に
分
か
れ
て
標
津
漁
港
を
出
発
、

午
後
零
時
過
ぎ
ま
で
腕
を
競
い
合
い
ま

五
尾
と
、

い
ま
ひ
と

つ
振
る

い
ま
せ
ん
で
し
た
。

グ
ラ
ン

ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
た

の
は
、

札
幌
の
島
口
秀
雄
さ

ん

（４４
）
０

優
勝
賞
金
三
十
万

円
と
、

た
く
さ
ん
の
副
賞
を

獲
得
し
ま
し
た
。

島
回
さ
ん

が
釣
り
上
げ
た
の
は
、

五
・四

キ

ロ
の
大
物
で

「手
ご
た
え

十
分
、

海
か
ら
上
げ
る
ま
で

六
分
く
ら
い
の
格
闘
が
あ

っ

た
」
「初
め
て
の
出
場
で
し
た

が
、

来
年
も
必
ず
来
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
輝
い
　
一

た
島

口
さ
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
一

畿

「

朝
四
時
半
、

標
津
漁
港
か
ら

十
八
隻
が

一
斉
に
出
港

||1蘇躍掛霊憲椋器盤廿fffl盤母‖ffiff

し
た
。

釣
果
は

一
日
目
七
尾
、

二
日
目
五
十

日
田
８

情
阻

第1回からのサーモンダービー釣果表

111車|ホ1村:

大会回数 第 1 回 第2回 第3回 第4回 第5回 第 6回 難鋼

参加人員
(延べ)

264人 127人 71人 159人 202ノ( 280メく

釣  果 35月己 861宅 3尾 211尾 456尾 140眉己

1人 当り
尾  数

0。13尾 0。67尾 0.04月己 1.32尾 2.25尾 0.50尾



「札幌儘―盛会」
譴

1 ぼ営格
平基長にT 元さん

■

津標
苺

避

革

ぷ

避誂一一一一一̈”一一一ねば
”

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
乾
杯
す
る
小
田
桐

町
長
と
会
員
の
み
な
さ
ん

増川 秀 雄さん(61)

トラック運転手
―厚 男け区―

イ
ベ
ン
ト
を
盛
ん
に

一
一
　

才

札
幌
近
辺
に
住
む
標
津
町
≡
身
者
の

親
睦
を
図
り
、

ふ
る
さ
と
標
津
と
交
流

を
深
め
、

町
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に

「
札
幌
標
津
会
」
の
設
立
総

会
が
九
月
二
日
、

札
幌
市
内
の
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
百
人
あ
ま
り
が
出
席
。

新

規
会
員
の
勧
誘
、

会
員
名
簿
の
発
行
、

町

関
係
機
関
が
札
幌
市
近
郊
で
行
う
行
事

な
ど
へ
の
応
援
な
ど
、

本
年
度
の
事
業

計
画
を
決
め
、

会
長
に
は
広
島
町
在
住

の
村
元
道
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

会
員
そ
れ

ぞ
れ
が
ふ
る
さ
と
標
津
の
思
い
出
話
し

に
花
を
咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。

―
―
会
員
の
方
に
ふ
る
さ
と
標
岸
の

思
い
出
や
標
津
の
ま
ち
に
期
待
す
る
こ

と
な
ど
を
聞
い
て
み
ま
し
た
。

自
然
を
残
し
、

私
の

標
津
を
い
つ
ま
で
も

標
津
を
離
れ
て
も
う
二
十
年
。

私
は
当
時
、

浜
茶
志
骨
で
漁
師
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。

に
し
ん
、

さ
け
、

ま

す
を
捕

っ
て
い
ま
し
た
が
不
漁
に
泣
き

生
活
は
大
変
で
し
た
。
し
け
る
と
網
が

穴
だ
ら
け
に
な
り
、

そ
の
度
、

手
網
を

取
り
替
え
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

子
供
の
頃
の
思
い
出
と
言
え
ば
、

野

付
半
島
の
ハ
マ
ナ
ス
、

フ
レ
ッ
プ
採
り

で
す
ね
。

フ
レ
ッ
プ
は

一
面
に
あ

っ
て
、

よ
く
お
や

つ
代
わ
り
に
食

べ
た
も
の
。

ハ
マ
ナ
ス
は
ジ
ャ
ム
に
し
た
り
、

花
は

香
水
の
原
料
に
と
、

袋
に
集
め
て
は
小

遣
い
に
し
た
も
の
で
す
。

今
年
五
月

に
標
津

に
行

っ
た
ら
、

サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
が
立
派
な
の
に
び

っ

，‘ヽ
広付ノ。

私
の
願
い
は
、

今
の
自
然
を
大
切
に
、

子
供
の
頃
の
心
に
あ
る
標
津
を
い
つ
ま

で
も
残
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

″
標

津

″

を

Ｐ

Ｒ

昭
和
四
十
六
年
ま
で
川
北
に
在
住
。

私
が
中
学
生
の
時
、

父
が
魚
釣
り
が
大

好
き
で
、

や
ま
べ
を
た
く
さ
ん
釣

っ
て

き
て
は
、

母
が
腹
を
さ
い
て
、

ひ
も
で

編
ん
で
干
し
て
料
理
屋
さ
ん
に
出
し
て

い
た
の
で
す
。

私
も
手
伝
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、
と
に
か
く
手
が
臭
く
な

っ
た
の
を
今
で
も
覚
え
て
い
ま
す
。

標
津
は
サ
ー
モ
ン
パ
ー
ク
も
で
き
、

ｒ

す
ご
で

よ
ぐ
な
り
ま
し
た
ね
。

人
が
た

く
さ
ん
集
ま
る
よ
う
に
イ
ベ
ン
ト
を
盛

ん
に
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
ほ
し
い
で
す
。

道
東
の
観
光
は
人
気
が
あ
る
の
で
イ

メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
し
な
い
よ
う
に
が
ん
ば

っ
て
ほ
し
い
で
す
。

思
い
出
い
っ
ぱ
い

高

校

生

活

標
津
高
校
で
三
年
間
、

楽
し
い
学
生

生
活
を
送
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

大
都
会
の
高
校
に
は
な
い
、

温
か
い

校
風
が
あ
り
、

先
輩
は
恐
か

っ
た
が
、

学

年
を
超
え
た
フ
ァ
ミ
リ
ー
意
識
が
あ
り

ま
し
た
ね
。

演
劇
や
応
援
団
な
ど

一
人

で
何
役
も
や
り
、

今
で
は
良
い
思
い
出
。

今
で
も
同
期
が
集
ま

っ
て
い
ま
す
。

標

津
の
あ

っ
た
か
い
気
風
が
大
好
き
で
す
。

標
津
に
期
待
す
る
こ
と
は
、

観
光
的

な
要
素
を
ま
ち
づ
く
り
に
さ
れ
る
と
良

い
と
思
い
ま
す
。

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど

で
標
津
の
名
前
が
出
て
く
る
と
、

す
ご

く
う
れ
し
い
も
の
で
す
。

観
光
も
分
野
を
広
げ
て
考
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
、

期
待
し
て
い
ま
す
。

西村 摂 子さん(48)

主婦
―白 石 区―

吉田 毒 昭さん(52)

札幌パークホテル支配人
一厚 男J区 ―

糖尿病教室の模様 (9月 20日 )

糖
尿
病
教
室

行

っ
て
ま
す

～
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
～

標
津
病
院
で
は
、

九
月
か
ら
毎
月
糖

尿
病
教
室
を
行

っ
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
と
は
ど
ん
な
病
気
な
の
か
、

食
事

。
運
動
療
法
の
必
要
性
や
そ
の
方

法
、

ま
た
服
薬
に
つ
い
て
な
ど
週

一
日

ず

つ
四
回
に
わ
た

っ
て
分
か
り
や
す
く

説
明
し
ま
す
。

糖
尿
病
の
患
者
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、

家
族
の
方
や
糖
尿
病
に
関
心
の

あ
る
方
な
ど
対
象
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
毎
週
火
曜
日

（計
四
回
）

午
後

一
時
～

（
一
時
間
程
度
）

■
場
所
　
標
津
病
院

ａ
２
１２
１
１
１

※
申
込
み
、

お
問
い
合
わ
せ
は
、

同

病
院
佐
々
木
薬
剤
師

へ
。　
　
　
　
　
　
　
９



目□回団題

晶謹艶ミ金通:絡1金1鶏
～人数不足のハンディ

乗り越え～

九
月
十
五
日
か
ら
札
幌

・
厚
生
年
金

会
館
で
開
か
れ
た
第
二
十
九
回
北
海
道

吹
奏
楽
団
体

ヨ
ン
ク
ー
ル

（北
海
道
吹

奏
楽
連
盟
ほ
か
主
催
）
で
、

釧
根
地
区

代
表
と
し
て
Ｃ
編
成
の
部
に
出
場
し
た

川
北
中
学
校
吹
奏
学
部

（松
下
晴
美
部

長
）
が
、

見
事
に
金
賞
を
受
賞
し
ま
し

工た
。同

校
の
吹
奏
学
部
は
二
十
五
人
以
下

の
Ｃ
編
成
に
出
場
。

同
校
以
外
に
出
場

し
た
二
十
二
校
は
す
べ
て
制
限
い
っ
ぱ

い
の
二
十
五
人
編
成
に
対
し
、

同
校
で

は
、

部
員
不
足
か
ら
五
人
少
な
い
二
十

人
の
た
め
、

音
の
厚
み
を
カ
バ
ー
し
よ

う
と
、

部
員
が
楽
器
の
掛
け
持
ち
を
し

た
り
、
ピ
ア
ノ
を
初
め
て
使
う
な
ど
工

夫
。

ま
た
、

曲
も
こ
う
し
た
編
成
に
合

う
よ
う
に
バ
レ
エ
組
曲

「恋
は
魔
術
師
」

を
選
び
ま
し
た
。

こ
の
度
の
金
賞
は
三
年
ぶ
り
十
回
目
。

昨
年
が
銀
、　

一
昨
年
は
鋼
だ

っ
た
だ
け

に
喜
び
も
ひ
と
し
お
。

原
恰
男
校
長
は

「部
員
た
ち
は
、

本

当
に
よ
く
や

っ
て
く
れ
た
。

す
ご
く
重

み
の
あ
る

″金
″
。

こ
れ
も
地
域
の

方
々
の
温
か
い
支
援
が
あ

っ
た
か
ら
こ

そ
」
と
金
賞
の
喜
び
を
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

十

一
月
五
日
に
は
川
北
小
学
校
吹
奏

学
部
と
合
同
の
定
期
演
奏
会
を
予
定
し

て
お
り
、
　
″金

賞
の
演
奏
″
を
地
域
の

み
な
さ
ん
に
た

っ
ぷ
り
と
聴
か
せ
ま
す
。

牟

・…―
―
―
‐
‐
‐
‐
‐
―
―
―
―
―
―
―
―
十

一す

一
金
賞
の
喜
び
を
か
み
し
六
　

ゆ
員

一

見
事
な
演
奏
を
披
露
し
た
札
響
楽
団

１
、

「
＝じ
一β
人
が

槌

響

療

奏

満

喫

「札
幌
交
響
楽
団

・
特
別
演
奏
会
」
が

九
月
十
七
日
、

町
総
合
体
育
館
で
開
か

れ
、

子
供
か
ら
大
人
ま
で
約
千
百
人
が

生
演
奏
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ス
メ
タ
ナ
の

「
モ
ン
ダ
ウ
」
や
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の

「
国
園
」
な
ど
親
し
み
の

あ
る
曲
を
演
奏
し
、

聴
衆
か
ら
は
大
き

な
拍
手
が
お
く
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

冊
防
拠
脇
会
が

輸
漁
，随

止
．啓

葉

車
輌
で
呼
び
か
け
る

秋
サ
ケ
漁
の
最
盛
期
を
迎
え
、

町
防

犯
協
会

（川
畑
二
郎
会
長
）
は
、

九
月

十
四
日
、

車
両
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
を
行

い
、

密
漁
防
止
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

こ
の
パ
レ
ー
ド
に
は
、

警
察
や
同
協

会
役
員
、

防
犯
推
進
員
、

町
内
会
役
員
、

漁
協
関
係
者
な
ど
、

二
十
人
が
参
加
。

商
工
会
前
を
出
発
し
、

約
二
時
間
か

け
て
町
内

一
円
を
広
報
パ
レ
ー
ド
し
ま

し
た
。

小
田
「
丁
長
に
寄
附
金
を
手
渡
す
建
設

業
協

　

，・役
員

車
両
で
密
漁
防
止
を
訴
え
ま
し
た

町
健
・設
業
協
会
が

～
交
通
遺
児
の
援
護
に

役
立
て
て
と
～

「交
通
遺
児
の
援
護
に
役
立
て
て
」
と
、

九
月
十
二
日
、

建
設
業
協
会

（上
国
光

大
会
長
）
が
十
二
万
四
千
九
百
円
を
町

に
寄
付
し
ま
し
た
。

こ
の
寄
付
金
は
、

九
月
十

一
日
に
開

か
れ
た
、
し
べ
つ
あ
き
あ
じ
ま

つ
り
の

際
に
同
協
会
が
行

っ
た

″
チ
ャ
リ
テ

イ
ー
輪
投
げ
″
の
収
益
金
で
、
こ
の
度

寄
付
し
た
も
の
で
す
。

川北中 ・吹奏学部



目□回団田
川
北
市
街
を
練
り
歩
く
子
供
み
こ
し

″み
こ
も
だ
υ
炒
！レ
障
イ
″

妹
鮒
柵
樹
側
対
劉
ｍ

九
月
十
四
、

十
五
日
、

川
北
神
社
例

大
祭
が
賑
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

十
五
日
、

午
前
十
時
に
子
供
み
こ
し

と
大
人
み
こ
し
が
ス
タ
ー
ト
。

川
北
市

街
を
練
り
歩
い
た
ほ
か
、

女
性
ら
に
よ

る
華
や
か
な
標
津
音
頭
パ
レ
ー
ド
も
行

わ
れ
、

沿
道
の
人
々
か
ら
拍
手
を
受
け

て
い
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、

水
中
ミ
ニ

バ
レ
ー
や
子
ど
も
ば
ん
ば
、

人
間
み
の

む
し
な
ど
の
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、

地
区

の
住
民
は
秋
祭
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

はま恐1爺施に

―標岸郵便局一

川
村
副
局
長
か
ら
入
所
者
に
レ
タ
ッ

ク
ス
を
手
渡
す

入
所
者
へ
贈
ら
れ
た
レ
タ
ッ
ク
ス

敬
老
の
日
に
先
立
ち
九
月
十
四
日
、

標
津
郵
便
局
で
は
、

は
ま
な
す
苑
を
慰

間
、

町
内
の
保
育
園
と
幼
稚
園
児
百
五

十
人
が
同
苑
の
入
所
者

一
人
ひ
と
り
に

宛
て
た
励
ま
し
の
レ
タ
ッ
ク
ス
と
タ
オ

ル
を
贈
り
ま
し
た
。

こ
の
レ
タ

ッ
ク
ス
の
費
用
は
町
内
の

企
業
な
ど
の
協
賛
で
賄
わ
れ
、

多
く
の

町
民
が
参
加
し
て
の
心
温
ま
る
贈
り
物

と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、

郵
政
大
臣
か
ら
米
寿
を
迎
え

た
入
所
者
に
お
祝
い
状
と
記
念
品
も
あ

わ
せ
て
贈
ら
れ
ま
し
た
。

標
津
病
院
前
に
新
し
く
設
置
さ
れ
た

郵
便
ポ
ス
ト

秋
け
，一併
一撫

最
―

騨
撃

期

―
水
揚
げ
好
調

価
格
は
下
落
―

秋
サ
ケ
漁
が
最
盛
期
を
迎
え
、

標
津

漁
港
は
、

連
日
賑
わ
い
を
み
せ
て
い
ま

す
。水

揚
げ
は
九
月
十
五
日
現
在
で
、

三

千
百
八
十
六
ト
ン
と
不
漁
だ

っ
た
昨
年

同
期
の
千
七
百
十
五
ト
ン
を
大
幅
に
上

回

っ
て
い
る
も
の
の
、

せ
り
値
は
キ

ロ

当
た
り
雌
四
百
二
十
円
～
五
百
円

（昨

年
同
期
八
百
十
円
～
八
百
七
十
円
）
、

銀

毛
、

雄
百
円
～
百
七
十
円

（同

・
三
百

二
十
円
～
三
百
三
十
円
）
と
安
値
に
な

っ
て
い
ま
す
。

漁
業
関
係
者
ら
は
、

今
後
の
水
揚
げ

水
揚
げ
好
調
の
秋
サ
ケ
漁

と
、

価
格
の
上
昇
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

標1津痛:院

誠:関!聞海

一ご利用ください一

お
い
し
〔
！！・も

パ
イ
ナ

ッ
プ
猪
例
擢
翼
が

―
茶
志
骨
の
若
杉
さ
ん
宅
―

茶
志
骨
の
若
杉
良

一
さ
ん
宅
で
お
い

し
そ
う
な
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
実
が
な
り
、

＝
写
真
＝
話
題
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

栽
培
は
、

パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
を
食
べ
た

あ
と
、

上
の
葉

っ
ぱ
の
部
分
を
切
り
取

り
、

水
に
つ
け
、

あ
る
程
度
根
が
伸
び

て
か
ら
土
に
植
え
替
え
ま
す
。

三
、

四
年
位
で
、

実
が
な
る
と
若
杉

さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
１

郵便ポスト

設  置
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エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症

っ
て
、

ど
ん
な
病
気
…
？

寄
生
虫
の

一
種
で
あ
る

「
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
」
の
幼
虫
が
、

人
間
や
牛
な
ど
の
内
臓
に
寄
生
し
、

肝

臓

・
肺

・
脳
な
ど
に
障
害
を
起
こ
す
病

気
で
す
。

◇

外
科
的
お
よ
び
内
科
的
治
療

方
法
が
あ
り
ま
す
が
、

病
状
が

進
む
と
手
の
施
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

◇

ど
の
よ
う
に
感
染
す
る
の
？

イ
ヌ

・
ネ

コ
。
キ
ツ
ネ
な
ど

の
腸
か
ら
便
と
い
っ
し
ょ
に
排

出
さ
れ
た
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
虫
卵
が
、

水

・
土

・
食
物
に
つ
い
て
、

人
の
日
か

ら
体
内
に
入
り
、

幼
虫
と
な

っ
て
内
臓

な
ど
を
侵
し
ま
す
。

調
理
し
ま
す
。

③
犬
を
飼

っ
て
い
る
方
は
、

周
囲
を
清

潔
に
し
、

家
畜
な
ど
の
内
臓
を
生
で

与
え
な
い
こ
と
。

ま
た
、

特
に
糞
の

後
始
末
は
徹
底
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

④
キ
ツ
ネ
に
は
え
さ
を
与
え
な
い
。

ま

た
、

人
里
に
入
れ
な
い
こ
と
が
必
要

で
す
。

そ
の
方
法
と
し
て
、

残
飯
等

を
外
に
放
置
し
な
い
よ
う
に
す
る
ほ

か
動
物
性
廃
棄
物

（後
産
、

家
畜
の

死
体
、

水
産
加
工
残
さ
い
等
）
を
完

全
に
処
理
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇

に
入
り
異
常
に
野
犬
が
増
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、

特
に
不
要
と
な

っ
た
犬
を

み
だ
り
に
捨
て
、

野
犬
と
な

っ
て
い
る

こ
と
が
原
因
の
も
と
で
、

犬
を
飼

っ
て

い
る
方
で
、

不
要
犬
の
い
る
場
合
、

ま

た
、

野
犬
を
見
た
場
合
な
ど
は
、

役
場

環
境
衛
生
係
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◇

キ
ツ
ネ
の
駆
除
は
…
？

キ
ツ
ネ
に
つ
い
て
は
、

「鳥
獣

保
護
お
よ
び
狩
猟
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、

保
護
ま
た
は
規

制
が
あ
り
ま
す
が
、

有
害
鳥
獣
と
し
て
、

人
里
な
ど
に
出
没
し
て
い
る
場
合
に
つ

い
て
は
、

駆
除
の
方
向
で
考
え
ま
す
。

こ
の
場
合
も
関
係
す
る
機
関
と
原
因
な

ど
の
調
査
を
実
施
し
ま
す
の
で
ご
連
絡

野
大
も
感
染
源
の
よ
う
で
す

が
、

町
で
の
駆
除
は
…
？

町
で
は
、

年
間
を
通
し
て
野

犬

の
駆
除
を
実
施
し

て
い
ま

す
。
こ
の
結
果
、

約
百
五
十
頭
の
駆
除
　
　
く
だ
さ
い
。

で
数
年
間
推
移
し
て
い
ま
す
が
、

今
年

鶏―蕪!鵠:轟革遂々益の

■町では、みなさんご承知のとおり、可燃

物 (燃えるゴミ)と 不燃物 (燃えないゴ

を別々に収集しています。

■最近の出されているゴミを見ますと、

ゴミの分別が完全にされているとは言え

ない状況にあります。

燃えないゴミの中に残飯が混

入 していることがありますが、これがゴ

ミ処理場に運ばれ最終処分場 (ゴミ捨場)

へ捨てられることになります。

■この捨てられた残飯等は、野犬やキツ

ネのえさとなり、元気な野犬やキツネを

育てることにつながります。

ゴミは完全に分別 し、決められた日の

朝になってからお出しください

■また、各事業所などにおいて直接ゴミ

処理場へ搬入される場合も、分別をし、燃

えるものは清掃センター (焼却場)へ 、燃

えない物は最終処分場へそれぞれ処理を

願います。

なお、直接搬入される場合には清掃セ

ンターに立ち寄 り、センター職員の指示

を受けてから処理をお願いします。

☆ゴミは指定された日に指定

された場所にきちんと出し

圃ぺ田　どんな症状になるの？

主
な
症
状
と
し
て
、

上
腹
部

の
不
快
感
と
膨
張
感

に
始
ま

り
、

黄
疸
や
貧
血

・
微
熱

・
食
欲
不
振

な
ど
。

さ
ら
に
進
む
と
、

腹
水
が
た
ま

り
、

強
い
黄
疸
が
出
て
、

全
身
の
状
態

が
悪
化
し

つ
い
に
は
死
に
至
り
ま
す
。

◇

ど

の
よ
う
な
治
療
法

が
あ
る

の
？
・

ゴミの分別収集に

ご協力ください

昌; !ビゾきにか ①予
l営密渇零骨?
分  騰 虫 川  !
洗  し 卵 の  ?
つ  て が 水
て  か 熱 を
か  ら に 飲
ら  飲 弱 む
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爵鉾昼試岳;け虜)さん15あ

み
美 けtちやん

( H 5 . 1 0 . 1 5生 )

桜木町O

☆生まれた時の身長 ・体重は

身長/50.5cm

体重/3,3129

☆今ではこんなに大きく

なりました。

身長/72,5cm

体重/8.2k9

お母さんからひと言
「生まれた時は、少し便秘ぎみで心

配しましたが、今では毎日 !

色臼なので55い子と間違われます

が、かぜもひかずとても強くて元気な

おてんば娘です。

11月 には早くもお姉ちやんに。ど

んなお姉ちやんぶりを発揮してくれ

るか今から楽しみです」

対規隅罹推捕斗

会 話 教

⑥

さらたに  ゆ  み

更谷 由 美さん (19)
一根室信用全庫標津支店勤務―

ジヽ

「映画、大好きなんです」

レB召和50年 標津町生まれ。A型 、魚座◇

》中標津高校卒業後、昨年4月 に同支店へ入社。

>仕 事は主に定期貯金や定期積金の通帳づくりや伝票整理。

「今ではお客さんの顔もだいぶ覚えたんですよ」と、話す彼女。

》趣昧は映画鑑賞。

「月に1、2回友達と映画を観に行くのが楽しみなんです」と、さわやかな

笑顔を見せてくれました

回□□園
ジ

ズドラース トヴィチェ !

(こんにちは)1

今回は食べ物です。

””■

バナナ

リんご

′3 どヽう

バナーン

6aHaH

ヤ
ー ブ ラ カ

F16」IoКo

ヴ ィ ノ グ ラ
ー

BIIHOrpaス

みかん

じゃがいも

さゆうり

マンダリーン
MaHAapИ H

カルトーフェ

KapToфe」IL

アグリェーツ

orypeЦ

|ジ

室

一 LESSON 6-一
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平成抗キ欲場所は縦)
！黄

れ 字

星寮
臼 寺

！西
横組 安 部 キ セ ，

■
，
■ 輸 撮 田 横組 土 井 フ ジ 貫

Ｊ
，
■ 桜 ホ 町

六関 出 B n 出ミツ
貫
Ｊ

″
将 縮  回 六関 漉 譲 カ ツ ，

母
何
「 上古多巌

関出 六 健 キ グ つ
Ｊ

，
■ 輸 撮 田 関協 畑 盛 像部 つ

０
β
「 輸 韓 田

出結 籠永 トキエ つ
０

，
「 桜ケ食田 お結 亀 口  碧 り

こ
，
河 患  類

歯頭 出 ロ キ ク ●
―

″
「 輸 韓 田 歯頭 吉 樹 ふ う q? 輸 掘 田

2 販口すゑの η
８

，
】 協古多臓 2 西 相 手 メ q? 輸 韓 田

3 頂犯 みの じ
ｎ
ｕ

，
■ 桜 ホ ロ 3 若 杉 貴 吉 ｎ

ｕ
，
■ 競 志 B

4 点 海 柚 とめ ｎ
ｕ

，
「 輸 韓 田 4 窓おヨシミ ｎ

ｕ
何
河 抹 韓 田

5 U 畑 手 角
ｎ
ｕ

，
「 出 上 田 5 畑  耕 , ｎ

ｕ
，
】 3 b  U  3 b

6 山 口 制 吉
ａ
】

０
０ お  田 6 高 岨増太郎

，
河

０
０ 輸 韓 田

ワ 間 部 潜 志
，
】

０
０ 摘出上田 ワ 朱部むめの ，

可
０
０ J L 』出

8 谷 肉 ツ ネ
，
】

０
０ 伊 器 伝 8 & U ハ J b ，

Ｗ
０
０ 緑  田

q い出席ハル 8q 点 U  J L q 描 地 手 ツ 8q 輸 韓 田

ｎ
ｕ

●
― 高格マサ J b ，

■
０
０ 毒  田

ｎ
ｕ

々
， 上 部 ヱ キ 8q 輸 韓 町

●
―

●
― 紀 ロ ヨ シ

，
】

０
０ 韓  田

，
３

，
３ 工 譲 奪 三 ０

０
０
０ 鵡  測

つ
と

●
― 下 山 つ け

０
０

０
０ d b  U  3 b り

こ
η
ｌ 伊 藤 庸 像 ０

０
０
０ 旭  田

つ
０

４
８ 強 犯 キ セ ０

０
０
０ 器 志 B ２

Ｊ
●
― 年 韓 コ ト ，

丁
０
０ 輸 撮 田

?4 P ~ 口手 ヨ ，
イ

０
０ 住 吉 田 力

町
η
‘ 中 島 あ 台

，
‘

０
０ 輪 韓 町

Ｒ
Ｊ

η
８ 山 崎 は な

，
Ｔ

０
０ 輸 鑑 田

二
Ｊ

●
― 蔭 山 ハ す

，
‘

０
０ 西 U  a b

前頭2枚 目

西根 チ メさん
( M 3 6 . 4 . 2 0生 )

「3年前にけがをして、車イス

の生活をしていますが、体はい

たって健康。カゼひとつひきま

せんよ。」

――長生きの秘けつは一

「とにかく、嫌なことは考え

ないで、いつも楽しいことばか

り考えていることかね…。」

「今でもつえなしで、一人で

歩けるんですよ。テレビが大好

きで、特にスポーツ番組は、興

奮しながら見ていますよ。」

――長生きの秘けつは一

「早寝早起きすることかな ?

それと毎日欠かさず牛乳を飲む

ことだろうか ?J
若杉 寅 吉さん
(M36。 10,4生 )

―
◇

9月 15日 は 「敬老の日」。

本町の65才 以上の高齢者が総人口に占める書J合は、134%

(男371人 、女 552人 、計923人 )、10人 に1人 は高齢者という

計算となり、本格的な高齢化時代の到来を表しています。

※数字は平成6年 9月 1日現在の住民基本台帳より

1闇1離筆階齢総 鞘筆翻 隷|

撃薫繁rlli淵腿



標津サーモン科学館では、11月にシロ

ザケの産卵行動の観察実習 (1回)と シロ

ザケの卵を授精させる採卵実習 (4回)を

行います。実習内容と募集人数は次のと

おりです。

参加を希望される方は、下記の応募要

領のとおり応募してください。いずれも

参加料は無料です。昼食は各自用意して

ください。

応募者多数の場合は、抽選で参加者を

決定します。応募の締切は10月20日です。

詳しい参加要領は後日連絡します。

■実習内容と募集人数

①産卵行動観察実習

月日 :11月 3日 (木・文化の日)

1  採 卵授精の模様 (同館実習室)  |

内容 :野外および水槽内でシロザケの

産卵行動と産卵場所の観察

場所 :忠類川と標津サーモン科学館

時間 :10:00～ 15:00

募集人数 :25人

②採卵実習 (4回…各回同じ内容)

月日…・1回 目 11月 13日 (日)

2回 目 11月 20日 (日)

3回 目 11月 23日 (水・勤労感

謝の日)

4回 目 11月 27日 (日)

内容 :水槽内でのシロザケの産卵行動

の観察と採卵授精作業

場所 :標津サーモン科学館

時間 : 10:00～ 15:00

募集人数 :15人

■応募要領

葉書またはFAXに 下記の事項を記入

して応募 してください。

1.参 加を希望する実習者の名前と月日

2.参 加者全員の氏名 (小・中 ・高校生

の場合は学年を明記)、住所、電話番号

■連絡先             ヽ シ ノ

08616 標 津町字標津13262

標津サーモン科学館

1々01538-2-1141・FAX01538-2-1112

i灘!鋼:繋ビ ンチ幾:韓襲髄|

■テーマ |「おやじォロォロ 子 はスク

スク」

昨年本町で絵本の原画展を催 した、

あの梅田さんの講演会が開かれますp

ほのぼのとした温かさ、やさしさそ

して、ユーモア、勇気を与えてくれる

お話をぜひお聞きください。

■日 時  10月 18日 (火)19時 ～

■場 所  農 村環境改善センター

■共 催  中 央公民館・サークルさくら

釧根地方で活動 している郷土芸能の交

流と、郷土に定着した生活文化の普及啓発

を図ることを目的に、郷土芸能と地方文化

をテーマにした発表漠奏会が次のとおり

標津町で開催されます。

■日時 11月 12日(土)開場17時30分

開演18時00分

15

んぼ ・おはなしの会スイミー

※入場無料。当日は託児もいたしま

す。お問い合わせは、中央公民館 (a

2-2074)へ 。

☆梅 田 さん の横顔 ☆

1942年 、京都府生まれ。

1975年、絵本の創作活動開

始。「おばあちゃんのなつや

すみ」「このゆびと一まれ」
…では、絵本日本賞など受

賞。

■会場 町 総合体育館

■主催 錫‖根郷土芸能フェスティバル実

行委員会    や

■入場料 一 般800円 (中学生以下、65

才以上は無料)

■前売券発売所

役場総務課 ・住田、農村環境改善セン

ター ・鈴木、川北公民館へ。

本町のしべつとどわら太鼓保存会も出

演しますので、町民皆さんのご来場をお

待ちしています。

●中央公民館図書室に (図書)一 ―網

本由里さん、(社)千 島歯舞諸島居住

者連盟

●はまなす苑に一―龍雲寺梅花講、田

村豊さん (盆栽)、後藤二郎さん (座

布団)

人口のうごき
平成6年9月1日現在

()は 前月比

人 □ 6,865人 (+12)

男  3,395人 (+ 6)

女  3,53① 人 (+ 6)

世帯数 2,331世 帯 (+11)

町内の交通事故

9月
()は 累計

人勇事故     2件 (5件 )

負 傷 者     O人 (15人)

死 亡 者    O人 (2人 )

物損事故    22件 (129件)

死亡事故ゼロの国

217日 0カ5雛)



1ヤ機様 ,

や旅館、ホテルなどを対象に防火査察を

計画しています。また、火災を想定した

不時演習を実施します。

当日は、サイレンを吹鳴し消防車が緊

急出動しますので火災とお間違えのない

ようお願いします。 一 標津消防署一

鞘灘鞘難騨覇靭鶴鶴|
韓1器鱗親母鶴鞍子 霧縮器1麟華|

■日時 10月 2日 。10時～13時

E場 所 ポ ー川史跡自然公園広場

■催し も ちつき、せんべい焼き、金魚

すくい、ヨーヨーつり、竹とんぼ飛ば

＼_♪し大会、ホットミルクサ
ービスなど…

※詳 しくは、同公園 (a2-3674)へ 。

〔13時 30分 ～14時 30分 /川 北公民

館〕

※4・7。10・13カ月児対象

■1才 6カ月児健診

25日 しく)

〔9時～10時/役 場2F会議室・個人通

知します〕

■歯ピカ教室

6日 (木)・11日 (火)〔9時 30分～10

時30分、 13]寺30/n-14日寺30分//農

改センター〕

乳幼児

日乳幼児相談

〔13時～15時/農 改センター〕

成 人

■糖尿病健康相談 (予約制)

17日 (月)

〔10時～16時/役 場相談室〕

■お、れあいスポーツデーー10日 〔8時30

分～総合体育館ほか〕

■ファミリーバ トミントン教室-18・

21,25・ 28日 〔19時～総合体育館〕

■第 13回町民バ トミントン大会-30日

〔9時～総合体育館〕 ※農改センター…農村環境改善センターの略

スポ稲:翠1講1漂会
CI翻窯1内

■日時 10月 24日 (月)

19時～

■場所 農 村環境改善センター

■講師 古 賀 香 正 氏

[ 0 踵

ス持 ツ

]

■ テーマ

「楽しい少年スポーツの展開

と生涯スポーツヘの提言」

―町教育委員会一

圃紬田酬回論回酬図i

酔

( 1 0 月 分〉
■離乳食教室

12日 (水)

19日 (水)〈標津〉          〔 13時 30分～農改センター〕

〔9時 30分 ～10時 30分 /農 改セン 妊  婦

ター〕

※午前の部 10。13カ月児、

4・7カ月児対象

20日 (本)〈サ|1北〉

■ママスクール

午後の部   7・ 14・21・28(金 )

■一
般健康相談

13日 (本)

〔13時 30分～15時/茶 志骨パイロッ

ト会館〕

20日  (木)

〔10時～11時 30分 /川 北公民館〕

28日 (金)

〔13時～16時/役 場相談室〕

曜 日

一般廃棄物収集区域
(祭日は休みです)〈有 料 〉

不燃物収集日

〈無  料 〉

月・木
新川上町 ・若車町 ・サ|1上町 ・栄町 ・

緑町 ち3ホ来町 ・曙町

10月6日。10月20日

1 1月1 0日 (木 )

火・金
本町・鳩ケ丘町・双葉町・望ケ丘町・

桜木町 ・住吉町 ・東浜町

10月7日・10月21日

1 1 月1 1 日 ( 金 )

水・土
川北市街・伊茶仁・忠類・浜古多糠・

薫別 ・崎無異 ・古多糠

10月5日・10月19日

11月9日  (水 )

☆ごみは指定された日に指定された場所へきちんと出しましょう。
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ア 醒ヲ 望
に適用される 「北海道最低賃金」が次の

とおり改訂されました。

■最低賃金額

'日額…4,575円 ・時間額…572円

(効力発生年月日――平成6年 10月 1日)

※最低賃金額以上の賃金を支払わない

場合は、最低賃金法違反として、処罰さ

れることもあります。

寒剛うドに
公的年金待」度は、国民みんなが加入し、

年金を受けている人の財源を若い世代が

支え、また現役世代が高齢となった時に

次の世代が支えるという 「世代と世代の

支え合い」を基本としています。

国民年金の加入者には、次のとおり3

種類あり、手続きや保険料の納め方がそ

れぞれ異なります。

■第 1号被保険者

農業、漁業や自営業などの人とその配

偶者…自分で保険料を納付

■第 2号 被保険者

厚生年金または、共済組合に加入 して

いる人…手続きと保険料の納付は事業主

が行う

■第 3号被保険者

第2号被保険者に扶養されている配偶

者…保険料は第2号被保険者の加入 して

いる年金制度で、まとめて納付

※詳 しくは、役場住民課国民年金係

(a内 線 130)ま で。

騨 紹シ ぜ
一般道道古多糠川北線の古多糠中央橋

の老朽化に伴い、橋の架け替え工事を行

います。

みなさんには、大変ご迷惑をお掛けし

ますが、次の期間中、仮橋を設置するこ

とになりますが、ご協力をお願いします。

■仮橋設置期間

平成6年11月10日～平成7年12月30日

―釧路土木現業所中標津出張所一

購1磁盤1轟1窪華壬訴怪:
叫竪率構tJ:謝鰐雄多

道内で事業を営む使用者および、その

事業場で働 くすべての労働者 (臨時、

パー トタイマー、アルバイ ト等を含む)

17

一北海道労働基準局―

ゲ鸞ビ欝ノ
■ご融資額……学生 ・生徒お一人につき

■日時 10月 13日 ・13時 00分 ～

■場所 町 営球場前広場

■訓練内容

通信 ・避難 ・救助 ・初期消火ほか

町民の皆さんの多数の参加をお願いし

ます。 ―役場住民課―

札幌簡易保険総合健診センターは、が
ヤ

んぽ加入者の皆さまの成人病の早期発

見、健康増進の良きパー トナーとしてご

利用いただく施設です。同センターで

は、最新鋭ヨンピューターにより短時間

で診断する人間 ドックを実施 しているほ

か、健康増進のための近代的 トレーェン

グ機器やスポーツサウナなども備え、皆

さまの健康づくりのお手伝いをしていま

す。かんぽ加入者以外の方にもご利用い

ただけますので、お気軽に郵便局へご相

談ください。

■期間 10月 15日～31日

暖房機器 (具)の 使用などにより火災

が発生 しやすい時季を迎えるに当たり、

町民一人ひとりの防火意識を高め火災の

発生を防止 しましょう。

■家庭での防火の心得

①幼児、老人、身体不自由者を一人残し

ての外出はやめましょう。

②暖房機器 (具)は 、点検整備を十分行

ってから使用しましょう。

③天ぶら揚げなどの調理中には、その場

を離れないようにしましょう。

④各家庭においてマッチやライターなど

の管理を厳重にしましょう。

※この期間中には、火災予防パレー ド

150万円以内

■利率……年4.4%

日ご利用いただける方……高校、短大、

大学、専修学校に入学 ・在学される方

の保護者または本人

■ご返済期間……8年以内

■保証…… (財)教 育資金融資保証基金

または保証人

※詳 しくは、ご相談窓回の国民金融公

庫釧路支店 (〒085釧路市栄町12-1-

2a0154-22-8131)フ ヘ。

第35回法の日週間行事の一環として、

次のとおり民事 ・家事調定受付相談を実

施 します。

相談は無料で、秘密は国く守られます。

お気軽にご相談 ください。

■日  時  10月 11日 10時 ～12時

■場  所  川 北公民館

■相 談 員 調 停委員 ・裁判所書記官

■相談事項 金 銭、土地建物、夫婦、親

子相談など

■主  催  標 津簡易裁判所 ・9‖路家庭

裁判所標津出張所 ・標津調停協会

※なお、裁判所では、上記以外にも随

時相談に応 じています。遠慮なくご相談

ください。

郵1醍闘櫛8:鶴|

揮謎IΦI幾遵繋難節IF/S



卜
装
②
鵠
ｃ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
く
る
方
に
も

時
々
、

町
外
の
出
身
者
が
い
ら

っ
し
ゃ

る
よ
う
で
す
が
、

私
も
出
身
は
九
州
で
、

標
津
町
に
は
今
年
の
四
月
に
来
た
ば
か

り
で
す
。

こ
の
町
に
つ
い
て
は
、

ま
ず

「住
み

よ
い
ま
ち
」
だ
と
い
う
印
象
を
受
け
ま

し
た
。
ど
う
い
う
意
味
か
は
ご
理
解
い

た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
が
、

単
に
生
活

の
便
が
良
い
と
い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

正
直
な
と
こ
ろ
、

単
純
な
意
味

で
の
住
み
易
さ
と
し
て
は
、

厳
し
い
冬

や
交
通
の
便
な
ど
を
考
え
る
と
決
し
て

楽
な
と
こ
衣
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
も
ま
た
標
津
の
良

い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

厳
し
い
冬
、

厳
し
い
環
境
が
あ

っ
て

こ
そ
豊
か
な
自
然
が
あ
る
わ
け
で
す
し
、

簡
単
に
行
き
来
で
き
な
い
と
こ
ろ
に
標

津
の
希
少
価
値
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
、

住
ん
で
み
な
い
と
わ
か
ら
な
い
良
さ
が

あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

標
津
に
は
す
ば
ら
し
い
も
の

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

や
は
り

「住
み
よ
い
ま
ち
」
の
条
件

に
は
そ
れ
な
り
の
メ
リ
ッ
ト
が
必
要
で

す
。

そ
れ
は
標
津
で
い
え
ば
先
程
も
触

れ
た
豊
か
な
自
然
に
代
表
さ
れ
る
す
ば

ら
し
い
風
景
や
き
れ
い
な
空
気
、

お
い

し
い
水
で
す
。
こ
れ
ら
は
標
津
に
い
れ

ば
あ
た
り
ま
え
の
こ
と
で
す
し
、

他
に

も
す
ば
ら
し
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
が
、
こ
れ
が

一
番
だ
と
思
い
ま
す
。

一
昨
年
前
に
は
東
京
に
も
住
ん
で
い

ま
し
た
が
、

そ
こ
は
い
う
な
れ
ば
標
津

と
は
逆
の
環
境
で
、　

一
年
間
住
ん
で
み

て
非
常
に
住
み
に
く
い
思
い
を
し
ま
し

た
。

た
だ
単
に
私
の
肌
に
合
わ
な
い
と

い
え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、

建
物
が
び

っ
し
り
と
立
ち
並
ぶ
狭
苦
し
い
空
間
や

霧
で
も
な
い
の
に
霞
ん
で
見
え
る
空
気

の
悪
さ
、

そ
の
ま
ま
で
は
飲
み
た
く
な

い
よ
う
な
カ
ル
キ
臭
い
水
道
水
で
は
休

に
も
悪
い
し
ス
ト
レ
ス
が
蓄
ま
る
の
も

当
然
で
す
。

そ
ん
な
環
境
で
も
東
京
か

ら
離
れ
た
く
な
い
と
い
う
人
も
い
る
の

だ
か
ら
、

や
は
り
東
京
は
単
に
私
の
肌

に
合
わ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

と
に
か
く
、

私
に
と

っ
て
標
津
は

「住

み
よ
い
ま
ち
」
で
あ
り
、

標
津
に
来
て

本
当
に
良
か

っ
た
と
思
い
ま
す
。

次
の

「
ま
ち
の
声
」
は
尾
前
さ
ん
が

選
ん
だ
緑
町
の
大
垣
隆
さ
ん
で
す
。

ち』
お まえ こ う た ろう

尾前 幸太郎さん
(曙  町 )

=役 場勤務 (林野庁派遣職員)=

お誕生おめでとう
▽
８
月
２４
日

（東
京

・
開
発
庁
）

国
道
２
７
２
号
線
整
備
促
進
陳
情

▽
２９
日

（帯
広
営
林
支
局
）

標
津
営
林
署
存
置
陳
情

▽
９
月
２
日

（札
幌
）

札
幌
標
津
会
設
立
総
会

▽
２
日

（札
幌

・
道
庁
）

北
方
水
域
周
辺
操
業
に
関
す
る
陳
情

▽
５
日

（町
内

・
中
標
津
）

大
規
模
草
地
事
務
組
合

・
し
尿
処
理

組
合

・
葬
斎
組
合

・
北
部
消
防
組
合

の
各
議
会

▽
‐５
日

（町
内
）

は
ま
な
す
苑
敬
老
会

・
北
方
四
島

ロ

シ
ア
人
訪
問
団

一
行
受
入
れ

▽‐９「一「市中内）

おくやみ申し上げます

欄
態
ソ
ニ
ア
酬
職
ど
し
か
キ
芙

定
例
町
議
会

▽
２０
日

（町
内
）

病
院
入
院
患
者

・
は
ま
な
す
苑
入
所

者

へ
の
お
見
舞
い

―
以
上

・
主
な
も
の
―

お な ま え 住  所 保 護 者

小松 晃 大くん 古 多 糠 小 松  茂

菅原 怜奈ちやん 桜 木 町 菅 原 和 三

江束」家千尋ちやん 寿  町 江刺家正利

桜井淳―郎くん 南 川 北 桜 井 良 一

氏 名 住  所 年   齢

白勢 寛 子 さ ん 鳩ケ丘町 48歳

配
§
回
節

▽
今
年
の
あ
き
あ
じ
ま
つ
り
は
、

今
ま

で
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
良

か

っ
た
と
感
じ
た
。

▽
地
元
漁
師
さ
ん

が
自
分
た
ち
で
獲

っ
た
サ
ケ
を
お
客
さ

ん
に
原
価
販
売
、

身
お
ろ
し
サ
ー
ビ
ス

も
行

っ
た
の
で
あ
る
。大

好
評
だ

っ
た
。

▽
こ
れ
は
、

サ
ケ
、

ホ
タ
テ
が
生
産
者

価
格
の
下
落
な
ど
で
極
め
て
厳
し
い
状

況
の
中
、

ま
ず
消
費
拡
大
を
と
漁
業
者

自
ら
が
立
ち
上
が

っ
た
も
の
だ
。

▽
今

後
も
消
費
拡
大
を
ね
ら

っ
た
ミ
ニ
イ
ベ

ン
ト
な
ど
も
予
定
。

▽
厳
し
い
時
だ
か

ら
こ
そ
、

み
ん
な

一
丸
と
な
り
目
標
に

向
い
努
力
す
れ
ば
必
ず
道
は
開
け
る
と

信
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
（
ひ

）
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